
実施主体 吉舎町自治振興連合会（吉舎町交流拠点施設「よっしゃ吉舎」）

ねらい

 交流拠点施設の連携と活用を図りたい。
 多様な機関・団体・住民が集う場を作りたい。
 情報交流を通して横断的連携と関係づくりを進めたい。
 オール吉舎でまちづくりの機運を高めたい。

内 容

令和２年吉舎町交流拠点施設「よっしゃ吉舎」が完成した

ことに伴い、関係機関や団体等の情報交換の場を作ること

を目的に、施設ロビーを交流の場として発足しました。

毎月第一月曜日の午前10時から2時間程度、コーヒータ

イムを設け、情報交換を定例的に行っています。

現在は、個人での参加を含め、毎回30人（団体等）程度

の方にご参加いただいています。

情報交流では、保小中高校をはじめ、吉舎支所、自治組

織、図書館、民生委員児童委員協議会、社会福祉協議会、

商工会、シルバー人材センター、Xa104（商工支援セン

ター）、老人会、女性会、文化連盟、あーとあい・きさ美術館、

とみしの里、元氣福六、市議会議員の他、個人での参加も

あり、それぞれの行事や活動についてPRする場となって

います。

吉 舎 朝の情報交流会～コーヒータイムよっしゃきんさい

01 取り組み概要 ・・・交流拠点の活用

●毎回30人程度の参加があり、情報共有が図られています

保小中高校をはじめ、各機関や団体の行事・イベントの情報を共有する

ことで、横の連携が深まり、関係性も強まってきました。また、吉舎町はイ

ベントが多く、スケジュール調整・確認に役立っている。参加者も創意工夫

した発表や提案等により、まちづくりへの一体感が醸成されつつあります。

成果

● 情報交流から地域の活力を生み出す意見交流の場

意見や提言などを全体で共有・支援する体制を創る必要があります。

● 多様な参加者の広がりと世代間交流を促進

若い世代・地域リーダーの育成をはじめ、女性の活躍・移住者との交流

など、多様なネットワーク活動を共有できる場の工夫が必要です。

課題

02 取り組み体制 ・・・横断的連携と協働

協働

03 特徴・工夫 ・・・オール吉舎でまちづくり 04 成果と課題 ・・・多方面への広がりを

アンケート調査

● 「よっしゃ吉舎」を活用した小さな拠点づくりの場

― 月1回の情報交流会による調整機能と関係づくり

― 活動や行事・イベントの情報共有の場としての機能化

● 新「吉舎町まちづくりビジョン」への理解と協働体制の場

― 基本施策「教育の郷・定住の郷・共創の郷」づくりの共有化

― 協働して進める「まちづくり」への理解・協力体制の構築

● 各組織・団体の〝横断的連携〟による情報交流の場

― 共有したい事項をプレゼンテーションにより交流

― オール吉舎で地域の活性化を図る機運の醸成

☆ 毎月1回の情報交流会は、毎回日頃聞けない情報が得られ参考になります。
☆ 交流拠点施設ならではの良い企画だと思います。これからも続けて欲しいです。
☆ 色々な機関・団体などの方と出会える場として良い機会を頂いています。
☆ 参加者の入念に用意されたプレゼンテーションは見事で、応援したいです。
☆ 地域のまちづくりの取り組みが参考になります。

声

○ 寄贈された電子ピアノで図書館司書の演奏。
○ 12月開催はクリスマスプレゼントの交換も。
○ 吉舎町の話題やトピックスも聞ける良い居場所です。
〇 交流の機会を通して、提案を基に何かできたら良いね。
〇 住民の方にもお気軽に参加して欲しい。

05 取り組みの様子 ・・・オール吉舎で新吉舎町まちづくりビジョンの展開を

移住・定住
深まる交流

吉舎町は定住対策に力を
入れており、移住者の方の
参加により、吉舎の印象や
将来の夢などを語ってもら
います。若い世代の思いが、
まちづくりの参考になる場
となっています。地域で展
開されている起業やマル
シェから学びます。

吉舎保育所から吉舎の
キャラクター「ハンサムこ
ろっけダンス」が披露され、
参加者で踊りました。「きさ
教育の日」では、保小中高
校との連携により、オール
吉舎で「教育の郷」づくり
の機運が醸成されていま
す。

令和2年交流拠点施設
「よっしゃ吉舎」が完成し、
関係機関や団体の情報交
流の場として定着し、これ
まで延べ約1、000人の参
加がありました。コーヒー
タイムが温かい関係づくり
に役立っています。

情報交流の
場づくり

多方面への
広がり

イベント支援や情報交流で
関係性が深まり、支援・協
力体制が図られるように
なっています。文化団体と
の連携による、「芸能発表
会」の開催など、オール吉
舎の機運が醸成されてい
ます。

共感を生む
PR活動

町内の関係機関や団体と
の連携により、研修会やイ
ベントへの参加もスムーズ
に行えるようになりました。
吉舎町自主防災組織連合
会では100人体制で防災
研修会を実施し、多方面へ
の広がりが進んでいます。

情報交流会に参加する機
関・団体が主要メンバーに
なり、幅広い世代でワーク
ショップを開催し、「新吉舎
町まちづくりビジョン」を
策定しました。オール吉舎
で地域の活性化を図る一
歩を踏み出しています。

協働の
まちづくり

声参加者
スタッフ

オール吉舎で
支援

2021年度地元関係図上に表示


